
平成２８年度 第５回九州・沖縄ブロック 地域相談支援フォーラム in 沖縄 

 開催概要 

沖縄県がん診療連携協議会相談支援部会 

 

１．開催日時 

  研修名：第５回九州・沖縄ブロック 平成２８年度地域相談支援フォーラム in沖縄 

日時：平成２９年２月１１日（土）１０時～１８時 

  場所：沖縄県立博物館・美術館 博物館講堂 

 

２．目的 

【全体テーマ】 がん告知を取り巻く支援を考える 

・解決課題：県内のがん相談員の実情として、告知後の患者の動揺や混乱を受け止め意思決定を支援する中で、

個別性の高さや相談員の役割について困難を感じる場面が多い。相談員自身が病状説明の場に立

ち会うことは少ないため、本フォーラムで、告知が実際にどのように行われているか広く現状を

知り、相談員同士で困難に対する課題を考え共有することで、対応力の強化とネットワークの構

築を図る。 

・研修目的：告知という情報提供およびその後の相談支援について理解を深め、がん相談員の役割を考える。 

・学習目標：各県の取り組み報告で、がん相談に関する県単位での取り組みを学び、相談支援について現状や

好事例を共有する。 

シンポジウムで、他領域での実践から、深刻な情報を伝える時や伝えた後の支援を学び、がん相

談員の役割について理解を深める。 

グループワークで、告知をとりまく環境やがんの告知を受けた初期の頃の患者さんへの関わりに

ついて、自身や組織内での経験を共有する。自院の取り組みや困りごと、工夫していることなど

ディスカッションを行う。 

 

３．参加者 

九州各県のがん相談支援業務に携わる専門職各種（一般参加）７８名、がん患者団体代表者２名、 

各県行政担当者６名（佐賀県・熊本県・福岡県・宮崎県・沖縄県）、各相談支援関連部門長５名、 

国立がん研究センターがん対策情報センター４名 、計９５名（＋講師４名、実行委員３１名、計１３０名） 

 

４．企画運営主体と役割分担 

主催：沖縄県がん診療連携協議会相談支援部会 

共催：沖縄県がん診療連携協議会 

後援：沖縄県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、 

国立がん研究センターがん対策情報センター、沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 

運営事務局：琉球大学医学部附属病院がんセンター 

実行委員：３１名 

実行委員所属医療機関： 琉球大学医学部附属病院、北部地区医師会病院、沖縄県立中部病院、那覇市立病

院、沖縄県立宮古病院、沖縄県立八重山病院、中頭病院、ハートライフ病院、沖縄病院、浦添総

合病院、沖縄赤十字病院、南部医療センター・こども医療センター、豊見城中央病院、南部徳洲

会病院、大牟田市立病院、佐賀大学医学部附属病院、長崎県みなとメディカルセンター市民病院、

熊本赤十字病院、熊本大学医学部附属病院、大分県立病院、都城医療センター、済生会川内病院 



５．予算 

  がん診療連携拠点病院強化事業費より拠出。 

６．当日のプログラム 

9:30～ 受付開始 

10：00～10：20 

開会式（司会：平良芳子・県立八重山病院 ※全体司会を兼ねる） 

(1)開会挨拶：増田昌人・琉球大学医学部附属病院・相談支援部会長  

(2)来賓挨拶：藤田次郎・沖縄県がん診療連携協議会議長・琉球大学医学部附属病院長 

(3)来賓挨拶：山川宗貞・沖縄県保健医療部健康長寿課課長 

全体オリエンテーション（大久保礼子・琉球大学医学部附属病院） 

10:20～10:30 会場設営 

10:30～12:00 

（100 分） 

＜各県の取り組み報告＞ ～相談支援部会の取り組み、がん告知を取り巻く支援～ 

（座長：平良芳子・県立宮古病院、奥平藤也・県立南部医療センター） 

各県代表相談員より報告（８県） 

各県行政担当者よりコメント（熊本県・福岡県・佐賀県・宮崎県） 

質疑応答 

12:00～13:30 昼休憩 

13:30～15:00 

（90 分） 

＜シンポジウム＞～深刻な情報を伝え、ともに受け止めること。他領域からの学び～ 

（座長：増田昌人・琉球大学医学部附属病院、佐渡山英子・県立宮古病院） 

「HIV～専任看護師の立場から～」宮城京子氏・琉球大学医学部附属病院 

「ALS～医師の立場から～」金城正高氏・沖縄県立中部病院 

「ALS～ソーシャルワーカーの立場から」植竹日奈氏・国立病院機構まつもと医療ｾﾝﾀｰ中

信松本病院 

「指定発言」伊敷多美子氏・南部徳洲会病院、仲宗根るみ氏・北部地区医師会病院、 

上原弘美氏・豊見城中央病院 

15:00～15:15 休憩  

15:15～17:30 

（135 分） 

＜グループワーク＞ 

～がん告知を受けた初期の段階での支援を考える～ 

（チーフファシリ：橋本久美子氏・聖路加国際病院 相談支援センター ） 

（サブチーフ：島袋幸代・中部病院、仲宗根るみ・北部地区医師会） 

（グループファシリ：実行委員） 

「全体オリエンテーション」「グループワーク」「発表・全体共有」「まとめ」 

受講証配布、アンケート記入 

17:30～18:00 

閉会式（司会：平良芳子・県立八重山病院） 

(1)参加者よりコメント：三好 綾・NPO 法人がんサポートかごしま 

(2)参加者よりコメント：村田天秀・宮崎県健康増進課 

(3)参加者よりコメント：徳田麻紀子・沖縄県保健医療部健康長寿課主査 

(4)講評：鈴木斎王・宮崎大学医学部附属病院地域医療連携センター長 

(5)講評：若尾文彦・国立がん研究センターがん対策情報センター長 

(6)次年度フォーラム開催県挨拶：平山由佳・大分大学医学部附属病院がん相談支援セン

ター 

(7)閉会挨拶：樋口美智子・那覇市立病院総合相談センター長・相談支援副部会長 

 


